
- 1 -

学校だより 第５号

２学期がスタート！
～ニコニコ コツコツ ホカホカ 前向きにレッツゴー！！～

子供たちの元気な声と姿が学校に戻ってきました。夏休み中、事故や

けががなく、様々な体験をした子供たちは、心も体も一回り成長したよ

うです。２年生に転入が１名あり、３７７名でのスタートです。

さて、この夏、皆さんはどんなことが心に残られたでしょうか。

私は、始業式で３つのことを話しました。

まず、高校野球から感じたことです。チームメイトと励まし合って全力でプレーする姿、笑顔

で野球を楽しむ姿、負けた相手にも尊敬の言葉をかける姿が見ている人の心を揺さぶりました。

３回戦まで進んだ高岡商業高校の合言葉は「ありがとう」、準優勝の星稜高校の合言葉は「必 笑」
ひつしよう

（必勝→勝つためには「笑顔になってあきらめず前向きになること」が大事と考えての言葉）と

いうことを両校のメンタルコーチの方から伺いました。「笑顔」と「努力」は本校の子供たちに

も１学期から折に触れ、話していることです。２学期も自分の目標に向かって「ニコニコ笑顔」

「コツコツ努力」を続けましょうと話しました。

次に話したのは、「ホカホカあったか言葉」を使うことです。「ぞうさん」の歌に出てくる小

象は鼻が長いことをからかわれますが、怒ったりしょんぼりしたりしないで、「そうだよ。僕の

大好きなお母さんも長いんだよ」と答えます。作詞者まどみちおさんがこの詩にこめた思いを子

供たちに話しました。友達のよいところを見つけ、「あったか言葉」でみんなの笑顔が輝く学校

を目指していきます。

１学期同様、皆様のご支援ご協力をよろしくお願いいたします。

福岡町にある鉄道機器株式会社、高橋久和様、市教

育委員会のご協力のもと、鉄道の枕木として使う材料

をいただきました。

そして、夏休み中、PTA 役員の方、おやじの会の皆
様にご尽力いただき、立派な橋を作っていただきまし

た。

これまでの老朽化した橋はきれいに撤去していただ

き、子供たちは安心して遊んだり、水辺の生き物に親

しんだりできます。

ありがとうございました。

ビオトープに新しい橋が架かりました

〇人、乗っても

大丈夫！！

猛暑の中の作業でし

た。PTA役員、おやじ
の会の皆様、本当にあ

りがとうございました。
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今年度、各種団体からお声がけをいただき、子供たちは貴重な体験をすることができました。

６年生は高岡法人会にお世話いただき、高岡税務署、富山地方裁判所、富山県議会の見学をしま

した。日頃、入ることのできないところを見学し、社会科で学ぶことを実際に確かめる貴重な体

験となりました。

また、４~６年生の希望者で、学校給食研究改善協議会、全国学校栄養士協議会のご協力の下、
本校で親子料理教室が行われました。本校の稲垣栄養教諭を講師として、親子で「簡単でお手軽

な朝ご飯」を作り、心もおなかも満たされました。きっと、夏休み中に家庭でも実践していただ

けたことでしょう。

７月 30 日～ 31 日、６年生は立山登山に行ってきま
した。初日は、称名滝を見学した後、室堂周辺、みく

りが池等を散策して高地への体慣らしをしました。二

日目は山岳ガイドさんに先導していただき、みんなで

励まし合いながら雄山登頂を果たしました。両日とも

天候に恵まれ、雄大な立山の自然の美しさに浸ること

ができました。また、苦しいときに励ましてくれたり

楽しいことを言って元気づけたりしてくれる仲間のあ

りがたさが身に染みた二日間でした。

５年生は、９月 12日～ 13日、国立立山青少年自然の家に行ってきました。野外炊飯、来拝山
登山、キャンプファイヤー、ポイント探し、俳句作りと盛りだくさんでしたが、元気に活動でき

ました。帰校式では代表児童が「登山で苦しいときに友達が『大丈夫？』『がんばろう』と言っ

てくれてやる気が出ました」と言いました。「そういう言葉を言ってもらった人、言ってあげた

よという人？」と尋ねると、ほとんどの子の手が挙が

っていました。充実した二日間でした。

心と体を鍛え、絆を深めた宿泊学習・立山登山

卒業式、修了式等の

日程について

２学期終業式 12月 24日（火）
３学期始業式 １月 ８日（水）

卒業式 ３月 17日（火）
修了式 ３月 24日（火）

※中学校卒業式は 3 月 13 日（金）です

裏面に学校評価アンケート（前

期）の結果と今後の対応を載せて

います。併せてごらんください。

夏休み中の貴重な体験活動

＜これが１億円！！重いなあ＞ ＜県の大事なことがここで決まります＞ ＜え～っと、包丁の持ち方は…＞


